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事業事前評価表 

 

国際協力機構 農村開発部 畑作地帯第一課 

１．案件名                                                 

 国 名： ニカラグア共和国 

 案件名： 農牧分野職業教育改善プロジェクト 

 Vocational Education Improvement Project in Agriculture and 

Livestock Sector 

２．事業の背景と必要性                                       

（1）当該国における農業セクターの現状と課題 

ニカラグアでは、GDP のうち、農業は 10％、牧畜は 8％、さらに第二次産業のうち

農産加工業は 9.9％であり、GDP 全体の約 3 割を農牧分野が占めている（ニカラグア

中央銀行）。このように、農牧分野はニカラグア経済の中で重要な位置づけとなって

いる。 

  このニカラグアの農牧セクターの持続的な地域開発を支える礎として、同国政府

は若年層への農牧分野の教育及び中小農家の生産能力を強化するための職業教

育校の有効活用を重要な政策と位置付けている。 

ニカラグアにおける職業教育は、国家技術庁(以下 INATEC)が担っており、農牧分

野については INATEC の農牧技術指導センター(以下 CETA)において指導が行われ

ている。CETA での授業は、INATEC 本部から送付されるテキストに沿って CETA の

教員により実施される。CETA で使用されている農牧課程のテキストは、ほぼ全ての

科目で作成済みであるものの、文字ばかりであったり、内容面で不足部分も見られ、

学生が必ずしも理解し易いものではない。そのため、授業においては、テキストの内

容面の不足部分を教員自らが補足説明を加え、授業を行なっている例も確認されて

いる。また、科目の分野が多岐にわたるため、各教員は自分の専門外の科目の授業

も実施しており、必ずしも全科目のテキストの内容を十分に理解しているわけではな

い。こうした状況を解決することが CETA での職業教育上の課題となっている。 

以上の背景のもと、農牧分野のテキストの改訂及び改訂されたテキストに沿った教

員の能力強化を目的として本プロジェクトが要請された。 

また、CETA の生徒の多くは農家の子弟であり、INATEC によれば卒業後は約 7

割の生徒が実家へ戻り、農業に従事しているとされ、本プロジェクトによる INATEC の

農牧分野の科目改訂及び教員の能力強化を通じて、INATEC の生徒が適正な技術

を学ぶことは農業生産性の向上にもつながる。したがってニカラグア政府が政策とし

て掲げている農牧業の生産性向上等を通じた貧困削減にも合致している。 

 

（2）当該国における農牧セクターの開発政策と本事業の位置づけ 

技プロ用 
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 ニ カ ラ グ ア の 農 牧 セ ク タ ー 政 策 で あ る 「 包 含 性 あ る 農 村 開 発 プ ロ グ ラ ム

（PRORURAL Incluyente） 2010-2014」では、持続的な地域開発を支える礎として、

若年層への教育が必須であり、特に農牧分野の教育が重要としている。また、中小

農家の生産能力を強化するために、職業教育校を有効活用することが示されており、

農業セクターの各省庁と INATEC が協同して農業者の能力強化に取り組むべき旨が

謳われている。 

加えて、現在ニカラグアでは農牧業の生産性向上を通して貧困削減を図る

“Hambre Cero（Hunger Zero：飢餓撲滅）”プログラムが、国家の重要な取り組みの

ひとつとして実施されている。 

以上から、INATEC の CETA を有効活用しながら、農業者の能力強化、ひいては

農業生産性拡大にも貢献することを目指す本事業は、ニカラグア政府の開発政策に

整合しているといえる。 

 

（3）農業セクターに対する我が国及び JICA の援助方針と実績 

 平成 23 年 6 月に策定された「対ニカラグア共和国 事業展開計画」において、我が

国は、「農業・農村開発」を援助重点分野としている。その中で、開発課題「農村にお

ける貧困削減」、協力プログラム「農村地域貧困削減支援プログラム」を設定しており、

本事業は同プログラムに合致する。 

また、本事業は、INATEC の農牧分野のテキストの改訂及び教員への技術指導を

通じ、農牧分野課程の生徒の技術力向上を図り、ひいては農民の所得向上を目指す

ことで、農村地域貧困削減支援プログラムの目標である農村地域住民の生活レベル

の向上に貢献する。 

  

（4）他の援助機関の対応 

現在、INATEC に対する支援を実施しているドナーには、スイスやルクセンブルグ、

韓国、カナダ、スペインなどがあるが、農業分野はカナダ国際開発庁（CIDA）及び

NGO「SUCO（Solidaridad, Unión, Cooperación）」が共同で実施しているもののみ

となっている。 

 

３．事業概要                                                

（1）事業目的（協力プログラムにおける位置づけを含む） 

本事業は、INATEC の CETA において使用されている農牧分野のテキストの改

訂及びそのテキストの内容に沿った知識・技術を INATEC の教員が習得すること

により、INATEC 教員の農牧分野の指導力向上を図り、もって農業・牧畜生産技術

の定着に寄与すものである。 
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（2）プロジェクトサイト／対象地域名 

  国家技術庁（INATEC）農牧技術指導センター（CETA）全 14 校 

 

（3）本事業の受益者（ターゲットグループ） 

全 CETA の農牧分野の教員約 150 人、全 CETA の農牧分野の課程に属する生徒

約 2,800 人／年、全 CETA の農牧分野の短期講習への参加者約 5,900 名／年 

 

（4）事業スケジュール（協力期間） 

2013 年 7 月から 2018 年 6 月までを予定（計 60 ヶ月） 

 

（5）総事業費（日本側） 

 約 4.3 億円 

 

（6）相手国側実施機関 

国家技術庁カリキュラム課及び教員養成課 

 

（7）投入（インプット） 

1）日本側 

専門家派遣： チーフアドバイザー、畜産技術、農業技術、営農、教材作成、業務調

整等 5 年間で 145M/M 程度 

カウンターパート本邦研修： 年間 2 名程度 

機材供与： 活動用車輌、事務機器等 

プロジェクト活動経費 

2）ニカラグア側 

プロジェクトダイレクター配置：INATEC 長官 

プロジェクトマネージャー配置：INATEC 企画開発総局局長 

カウンターパート配置：カリキュラム課、教員養成課、及び技術協力局からそれぞ

れ少なくとも 1 名、各 CETA の校長、各 CETA の副校長 

プロジェクト事務所：土地・建物 

プロジェクト活動経費 

 

（8）環境社会配慮・貧困削減・社会開発 

1) 環境に対する影響/用地取得・住民移転 

①カテゴリ分類 

 C 

②カテゴリ分類の根拠 
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 「JICA 環境社会配慮ガイドライン」(2010 年 4 月公布)上、環境への望ましくない影

響は最小限であると判断されるため、カテゴリ C に該当する。 

2)ジェンダー・平等推進/平和構築・貧困削減 

 特になし 

3)その他 

 特になし 

 

（9）関連する援助活動 

1）我が国の援助活動 

ニカラグアにおいて JICA がこれまで協力してきた「中小規模農家牧畜生産性向

上計画プロジェクト(2005 年～2010 年)」、「小規模農家のための持続的農業技術

普及計画プロジェクト(2008 年～2013 年)」、「農業開発アドバイザー(2009 年～

2012 年)」等のプロジェクトにおいて、農家の現状に即した技術マニュアルが作成さ

れているため、この成果を利用しつつテキストを改訂する。 

2）他ドナー等の援助活動 

CIDA 及び SUCO が共同で「ラス・セゴビアス若年生産者生産農業経営改善」

（2011年～2018年）を実施中である。若年生産者の技術職業教育を通じた農牧生

産改善を目的としているが、テキストの改訂は行われておらず、また限られた地域

のみでの活動となっており、本事業との非効率的な重複はない。 

 

４．協力の枠組み                                             

（1）協力概要 

1）上位目標： 

INATECの技術教育に貢献するため、CETAにおいて農牧分野の十分な技術指導

が継続的に実施される。 

指標： 

1 プロジェクトでテキスト改訂の対象となった科目を担当する CETA の農牧分野の教

員 XX％が、改訂されたテキストの内容に関する授業を実施している。 

2 プロジェクトでテキスト改訂の対象となった科目を担当する CETA の教員が改訂さ

れたテキストの内容に関するテストで X 点以上取る。 

 

2）プロジェクト目標： 

CETA の教員が農牧分野の技術を授業で十分に指導できる。 

指標： 

1 プロジェクトでテキスト改訂の対象となった科目を担当する CETA の農牧分野の

教員 XX%が実際に授業で指導を行う。 
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3）成果及び活動 

成果１：INATEC における現行の農牧分野のテキストが改訂される。 

指標：  

1-1 改訂されたテキストが X 科目分発行される。 

活動： 

1-1 テキストの内容、教員及び生徒に対するインタビュー調査、授業の実施状況、生

産者や地域の企業等の要望に基づき、改訂すべきテキストの科目を特定する。  

1-2 INATEC の既存のテキスト改訂の仕組みに則り、1-1 で特定した科目の改訂版

テキストを作成する。 

1-3 1-2 で作成したテキストを INATEC 内で承認する。 

 

成果２：CETA 教員が農牧分野の技術を習得する。 

指標： 

2-1 CETA 教員約 150 名の XX%が、改訂されたテキストの内容に関するテストで X

点以上取る。 

活動： 

2-1 INATEC 教員に対し、改訂版テキストの内容を理解し、改訂版テキストを用いて

修正された内容の授業を行うために、座学形式及び実践形式のセミナー、ワー

クショップを開く。 

2-2 2-1 で学んだ内容を実際の授業及び実習において OJT 形式で実践する。  

 

4）プロジェクト実施上の留意点 

 

・ 各教員は自分の専門外の科目の授業も実施しているため、必ずしも全ての科目

の内容を十分に理解しているわけではない。したがって、成果２において、各教員

が改訂されたテキストの内容に基づいて十分な指導を行うために、修正された内

容について、教員の理解促進を図る。 

・ 本プロジェクトはあくまでも教員の農牧分野の技術指導能力向上が目的であるた

め、INATEC 内の既存の枠組みに則りテキスト改訂を行い、その枠組みを逸脱し

た手順による改訂や、制度の変更を必要とするような支援は行わない。 

・ 現行の生徒用テキストのほとんどが他ドナーからの資金で作成されているため、

教材作成に関わったドナーに対し、必要に応じて本プロジェクトの説明を行う。ま

た、本プロジェクトの実施機関となる INATEC カリキュラム課、教員養成課は、他

ドナーのプロジェクトのカウンターパート部署となることも想定されている。そのた

め、本プロジェクト実施において、実施機関の業務負荷の観点から他プロジェクト
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の動向・調整には留意する。 

・ 上位目標及びプロジェクト目標の指標となる実施機関による教員の評価について

は、現状の授業の実施業況等をベースライン調査で把握し、授業を行うために教

員が身に付けるべき農牧分野の技術水準をプロジェクト開始 6 ヶ月以内に設定す

る。 

・ 本事業実施の際に、テキスト改訂のためのワーキンググループを設立する。本ワ

ーキンググループにはカリキュラム課のカウンターパートが配置される。また、可

能な限りCETAの校長、副校長や教員も配置する。改訂したテキストにかかるセミ

ナー・ワークショップを開催する際は、INATEC の教員研修を管轄している教員養

成課のカウンターパートが配置される。 

（2）その他インパクト 

特になし 

 

５．前提条件・外部条件（リスク・コントロール）                                   

（1）事業実施のための前提 

・ プロジェクト対象地域において社会・経済情勢が悪化しない。 

・ 現行の INATEC のテキスト改訂の枠組み、教員研修制度が大幅に変更されな

い。 

（2）成果達成のための外部条件 

・ 既存の INATEC 内でのテキスト改訂の枠組みが機能する。 

・ 干ばつ等によって対象地域での農業生産活動が影響を受けない。 

（3）プロジェクト目標達成のための外部条件 

・ 本事業の受益者である CETA の教員が INATEC を辞めない。 

（4）上位目標達成のための外部条件 

・ INATEC の農牧分野の教育方針が変わらない。 

 

６．評価結果                                               

本事業は、ニカラグアの開発政策、開発ニーズ、日本の援助政策と十分に合致し

ており、また計画の適切性が認められることから、実施の意義は高い。 

 

７．過去の類似案件の教訓と本事業への活用                          

 ニカラグア「初等教育算数指導力向上プロジェクト」において、作成した教材の使用

法に関する研修や技術支援が重要であると提言されている。本事業においては、テ

キストを改訂するだけではなく、教員への技術的な指導も併せて行うことで、教材を利

用した授業実施の定着及び教員の技術指導能力の強化を図る。 
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８．今後の評価計画                                           

（1）今後の評価に用いる主な指標 

  ４．（１）のとおり。 

（2）今後の評価計画 

事業開始 6 ヶ月以内 ベースライン調査（教員・生徒・その他 INATEC 関係者の

INATEC で農牧分野職業教育に関するニーズ把握、授業の実施状況等を把握） 

事業中間時点 中間レビュー 

事業終了 6 ヶ月前 終了時評価 

事業終了 3 年後 事後評価 

以 上 


